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研究要旨 

発達障害が社会に認知されるとともに行政への相談や医療機関への受診者が急増してい
る一方、対応できる人材の不足と包括的な医療システムの未整備が喫緊の課題となってい
る。過去の厚労科研で提言された「各地域の実状に合わせた医療システム」を実装するため
に、本研究では児童・思春期の拠点機関を北海道大学、成人期の拠点機関を神経研究所附属
晴和病院、拠点統括を昭和大学発達障害医療研究所としてモデルを構築し全国化を見据えた
運営ガイドラインの作成を目的とする。 

 
Ａ．研究目的 
昭和大学では、全国に先駆けて専門外来とと

もに自閉スペクトラム症(ASD)に特化したデイ
ケアを開設した。10年余で計6,000名を越える患
者を受け入れており、標準ショートケアプログ
ラムはすでに出版されている。このような当事
者の生活支援・社会参加を目指す事業は他に例
を見ない。本研究ではこの実績をもとに、１）
拠点機関に必要な機能について調査検討を行う。
２）東京都における拠点モデルを晴和病院に構
築する。３）支援研究会の学会化と研修会や出
張講義を通して、発達障害診療の可能な医療機
関を増やし、モデルの全国化を図る。 
 
Ｂ．研究方法 
発達障害診療専門拠点機関に必要な機能につ

いて、全国の医療機関（697機関）および行政（精
神保健福祉センター：69機関、発達障害者支援
センター：94機関）に対してアンケート調査を
行なった。回答数は医療機関では207機関、行政
機関では87機関であった。拠点モデルの全国化
を図るため、平成30年10月に札幌にて成人発達
障害支援研究会を開催し、学会化を目指した。 
 
Ｃ．研究結果 
現状において既に果たされている機能と拠点

機関に望む機能との比較を行った。外来治療機
能においては、「専門的なデイケア・ショート
ケア機能」「家族支援」の面でニーズに応えら
れていなかった。連携機能においては、「児童
精神科」「ひきこもり支援センター」との連携
がニーズの高さと現状とのギャップがあった。
その他、「支援者の育成・教育機会（専門研修
会・ショートケアプログラム見学・外来陪席な
ど）」が拠点機関に必要な機能としてニーズが
高いが現状では受け入れられていなかった。成
人発達障害支援研究会は10月に実施された札幌
大会において学会化(「成人発達障害支援学会」)
を達成し、200名以上の参加者があった。分科会
では専門デイケアで実施するASD専門プログラ
ムの研修会を実施した。 

 
Ｄ．考察 
アンケート調査で明らかとなった事柄を踏ま

え、ガイドラインを作成していく必要がある。
医療機関に対するアンケート調査では64%が関
東地方からの回答であり偏りがみられた。拠点
機関に望まれる機能は地域の特性により異なる
可能性もあり、より全国的にアンケートを配
布・回収する必要がある。また、よりニーズに
合った支援を提供するため、プログラムの拡充
(就労準備プログラム、一人暮らし調理プログラ
ム、家族プログラム等：すでに実施中)を行う必
要がある。これらの情報を基にしてガイドライ
ン作成のための検討会議を8月に実施していく
予定である。研修会や発達障害支援を実施して
いる機関のホームページにおける情報開示の準
備を進め、発達障害支援学会を2019年10月に名
古屋で開催する予定であり、全国化のための基
盤としていく。 
 
Ｅ．結論 
 発達障害診療専門拠点機関に必要な機能につ
いて調査・抽出した。調査を関東圏以外の地域
を対象として更に進めるとともに、プログラム
の拡充にも取り組む。発達障害診療専門拠点機
関のモデルを構築し、全国化を見据えた運営ガ
イドラインの作成を行っていく。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  該当なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 該当なし 
 
 2. 実用新案登録 
該当なし 
 

 3. その他 
 該当なし 
 

 
 


